
 

 

 

 

 

 

 

地球の歴史     

地球の歴史の記録 

地球も一つの星であることは、初めにお話した通りですが、この広

い広い宇宙のなかには、幾十億どころでなく幾百億にも上るたくさんの

星があるのです。しかしそのなかに地球と同じように生物がすんでいる

星があるかといえば、それはもちろんだれにもわかっていません。現在

の私たちは生物がいる星といえば、地球のほかには知っていないのです。

そういえば、地球には、生物が生きてゆくのに必要な水や、空気や、そ

のほかの食物もあり、気候も適当になっていますが、これだけのつごう

のよい条件をそなえている星は、ほかにはなかなかないでしょう。  

さて、地球上に生物はすんでいますが、その生物に非常にたくさんの

種類のもののあることはだれも知っている通りです。生物を大別すれば、

植物と動物とになりますが、植物にも動物にもかぞえきれぬほどのいろ

いろな種類があります。同じ動物にしても、バクテリヤのような眼に見

えない小さなものや、象やクジラのような大きいものもあり、水の中に

住んでいる魚や、貝類や、空を飛ぶ鳥もあれば、また水にも陸にもいら

れる蛙のようなものもあります。   

 植物でも同じことで、その種類の多いことは、驚くべきほどです。と

ころで、このようにさまざまな動物や植物がいつ頃から地球上にあらわ

れてきたかということは、考えてみればおもしろい問題にちがいないで

しょう。地球の大昔は火のたまのように熱かったとすれば、そんな時代

には、今見るような生物のすんでいられるはずはないのですから、それ

よりずっと後になって、生物ができてきたにちがいないのですし、また



 

 

 

 

 

 

 

最初はごく原始的なものであったが、だんだんと時代がたつにつれて発

達してきたのにちがいないのです。人間にしても昔から今になるまでそ

の知識がどれだけ進んでいるかは測り知れないほどなので、それと同  

じように生物もだんだんに進化してきたのでした。ですから、そのあり

さまをよくしらべてゆくと、これはまことにおもしろいことにちがいな

いのです。  

 さて、しかし生物が進化してきたありさまをどうしてしらべたらよい

のでしょう。幾億年も昔に生きていた人間はないのですから、そんなこ

ともわかるはずもないように思われるのですが、ところが自然というも

のは実におもしろいもので、そういう古い昔の記録を、ちゃんと或る形

で、今の人たちにわかるように残しておいてくれるのです。それがある

からこそ、生物がどんなふうに進化してきたかということもわかるので

すし、またそれぞれの生物のすんでいた時代の地球のありさまが、どん

なであったかもわかるのです。つまりそれから私たちは地球の歴史を知

ることができるのです。なんとありがたいことではないでしょうか。そ

れでは、そこに残っている記録というのが、何であるかといえば、それ

はいろいろな地層のなかにある化石なのであって、それがいわば歴史を

つづる文字の役目をしているのであります。  

 一体に、古い地層は地下の深い場所にあるのですから、そういう下の

方から上へと、いろいろ残されている化石をさがし出してゆくと、そこ

に古い時代のことがだんだんわかってくるのであります。この自然に残

された歴史の書物を次に皆さんのまえに、くりひろげてみることにしま

しょう。  



 

 

 

 

 

 

 

地球の昔の時代わけ 

生物を中心にして考えてゆけば、今までお話してきた地球の生い立ち、

その間に起ったいろいろな活動のありさまなどは、つまり生物のすんで

いたぶたいなのでありますから、そのぶたいのありさまが変わるにつれ

て、生物自身も変ってこないわけにはゆかないのです。それで生物の化

石をしらべてゆけば、それが生きていた頃の地球のありさまもそこから

わかってくるということになるのです。さて、今までそのようにして、

学問の上でしらべられた結果から、地球の古い昔を時代わけをしてみる

と、およそ次のようになるのです。  

１、  星時代  

２、  無生時代  

岩石期    

   海洋期   

３、  始生代           2.003.000.000 年前  

４、  原生代            1.453.000.000 年前  

５、  古生代  

       カンブリア紀       553.000.000 年前  

       オルドイス紀       448.000.000 年前  

          シルル紀         381.000.000 年前  

       デボン紀            354.000.000 年前  

       石炭紀             309.000.000 年前  

       二畳紀                 223.000.000 年前  

６、  中生代  



 

 

 

 

 

 

 

       三畳紀          185.000.000 年前  

       ジュラ紀        157.000.000 年前  

       白堊紀        125.000.000 年前  

７、 新生代  

       第三紀              6.000.000 年前  

       第四紀          2.000.000 年前  

 横に書いてある数字は、それぞれの時代の始まったとみられる年代

を示したものです。さて、このうちの最初にある星時代というのは、地

球がまだ熱くてどろどろにとけていた頃の時代で、その頃はもちろん生

物はいなかったにちがいありません。それから次の無生物時代になって

も、やはり生物はいなかったので、そのうちの岩石期というのは、地球

の表面に岩石がやっとかたまりかけた時代であって、その温度は摂氏

1500 度くらいもあったとみられ、従って炭酸や水などは、すべてガス

のありさまで大気中にあったのです。  

 無生物時代の後半の海洋期という頃になると、温度もよほどさがり、

水も液体になって地球の表面の低いところにたまるようになったので

す。これがつまり海のできはじめとみてもよいのでしょう。そうしてい

ろいろたいせきした物質が、結晶などをつくり始めるようになったので

す。  

 この星時代、無生物時代をへてから、始生代にはいると、そこでだ

んだんに生物があらわれ始めたとみられるので、その後のことを、次に

順を追ってお話してゆくことにします。  

 



 

 

 

 

 

 

 

始生代 

生物のでき始めは、いずれにしてもごくかんたんな組織をもったもの

にちがいなかったので、一つの細胞からできている単細胞生物というの

がそれでしょう。バクテリヤやアメーバのようなものが、それに属する

ので、最初には地球上にそういう生物がいっぱいにひろがったのであろ

うと思われます。しかしそのような単細胞生物は化石としていつまでも

残るというわけにはゆきません。また何かの痕跡がその頃は残っていた

かもしれませんが、それもあまりに古い時代なのですから、その後地層

が変質してしまって、まるでわからなくなってしまうのです。とにかく、

このような生物のなごりは、今では全くわかりません。  

 しかし、それにしても始生代といえば、上に記した年代でわかるよう

に、５～６億年もながく続いたのですから、その間に生物もよほど進化

してきているのです。  

 それで始生代の生物として、現に見つけ出されているのは、フイン

ランドや、スウェーデンのこの時

代の地層の中にあるもので、２～

１５センチメートルくらいの、化

石であります。これは、大体球の

ような形をしていて、下の方がや

や平らで、上側にすじがはいって

いて、ハマグリのような貝ににて

いるのです。  

 

始 生 代 の 化 石 で コ リ シ ウ ム と 呼 ば

れ て い ま す 。 フ イ ン ラ ン ド で 発 見

さ れ た も の で す 。  



 

 

 

 

 

 

 

原生代 

 始生代の生物の記録は、このようにずいぶんぼんやりしていて、よく

わからないのですが、その次の原生代になると、それがよほどはっきり

してきます。それでもなおたしかに生物であったとみられるものはいく

らもないのです。もともと、生物のからだは、すべて有機質といって、

炭素、水素、酸素、窒素などからつくられているのです。このほかにも

硫黄、カルシュウム、燐などを幾らかは含んでいますが、そういう生物

が死んで水の底や、または土の下に長い年月の間うずまっていると、そ

れがだんだん分解して、おもには炭素が残るのです。石炭などはそうし

てできてくるのですが、もっと古い頃のものは、ほとんど炭素だけにな

ってしまって、鉛筆のしんなどにする石墨というものができるのです。

ところが、時としては生物は、そのようにして炭にならないうちに、硅

酸がしみ込んでゆくと、それが生きているときの形のままでかたい石と

なってしまいます。これを化石というのであります。このほかに貝がら

やサンゴがらのように初めから石灰質であるものは、いつまでもそのま

ま残ることができますし、また動物の歯などはやはりそのままで保存さ

れます。それで、すべてこのような生物のかたみが古い地質から出てく

るときには、後から石になったものだけにかぎらないで、どれでもそれ

らを化石と呼んでいるのです。  

そこでもう一度原生代の話にもどることにしますと、この時代には前

にもいったように、生物のそのままの形としてはほとんど残っていない

のですが、ヨーロッパやアメリカの所々には、原生代の地層の中に、た

しかに生物の集まりからできたと思われる石墨の層が発見されるので



 

 

 

 

 

 

 

す。  

 

 

 

 アメリカの原生代の地層の中から発見された円ばん状の化石は、たし

かに生物の遺骸には違いありませんが、それがなんだかはよくわかりま

せん。またその層の中には土にうずまきのもようのあるものがよく発見

されるのですが、これは藻の生えている湖水や沼の底の土に、藻がうま

っているのと非常にようすがよく似ているので、それから考えると、原

生代にも藻の類があったにちがいないと推察されるのであります。  

 

 いずれにしても、この原生代の頃に、ようやく陸と海との区別ができ

たと思われるので、そうして水の流れによって水成岩が盛んにでき始め

たのであります。しかし地殻はまだごく薄く、地下の活動がずっと盛ん

で、それで月の引力などによって、どうかすると薄い地殻がやぶれて、

岩しようがふき上ったりしたのでした。ちょうど、だいふくもちを強い

火であぶると、もちの皮の薄いところからあんがふき出してくるのと同

じようなありさまで、ですから生物も水のなかや、または水岸にだけす

んでいたのでありましょう。  

原 生 代 の 化 石 。 ニ ュ ー フ ァ ゥ ン ド ラ ン ド で 発

見 さ れ た も の で ア ス ピ デ ラ と 呼 ば れ て い ま す 。  

上 図 は 石 灰 藻 の 一 種 で す 。  

下 図 に 示 し た 湖 沼 の 底 の 塊

ま り と ど こ か よ く 似 た と こ

ろ が あ り ま す 。  



 

 

 

 

 

 

 

古生代 

 古生代となると、生物にとってはずっとつごうのいい環境になってい

るので、いろいろな生物のありさまがはっきりと現われています。古生

代は今から約 5 億 5 千万年前あたりから始まっているので、前の始生代

や原生代からは十数億年もすぎているのですから、その間に生物もよほ

ど進化してきて、そうして種類もふえたのにちがいありません。  

 古生代は、前にあげた表にもあった通りに、これをいくつにも分けて

いますが、その初期にあたるカンブリア紀には節足動物の類がとても盛

んにいたのでした。そのなかでも、三葉虫類といわれるものが、その当

時には世界のいたるところの海にたくさんにいたのです。これはその後

全くなくなってしまったのですが、ヨーロッパの所々や、インド、中国、

韓国、シベリヤの一部、オーストラリヤ、アメリカなどにその化石をふ

くんでいる地層がたくさんにあるのです。同じく三葉虫といっても、そ

の種類はかなり多かったので、これはすでに動物としてかなりに発達し

たものなのです。  

 カンブリア紀には、このほかにも腕足類のシャミセンガイというのが、

ずいぶんたくさんいたのでした。この貝は今でも現存しているので、海

岸へゆけば、それがえられます。  

 このほかには、節足動物のなかで、甲殻類のマレラや、エビに似てい

るヒメノカリスや、またはカブトガニに似た化石もあり、海綿類の化石

なども見つけ出されています。最もめずらしいのは、あの骨なしのクラ

ゲやナマコなどもその頃さかんに発達したので、それらがやはり化石と

して残っています。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの動物のほかに、植物もだん

だんに発達し、なかでも海そうの類には

かなりの種類ができあがりました。  

 カンブリア紀の後には、オルトイス

紀とシルル紀とがそれに続いています

が、この両紀での生物はカンブリア紀の

ときほどちがっていません。ただいくらかはからだの構造がととのって

きているので、三葉虫にしても腕足類にしてもよほどたくさんにいたら

しく、そのほかには、石灰モの類も見られます。現在見られる貝殻類に

属する殻もそこにはいろいろ残っています。  

 ところで、オルドイス紀になって、とくべつに新しくあらわれたこと

がらは何かといえば、この時代になって初めて魚が現われてきたという

ことです。これは大いに注目すべき事実なのでありまして、それ以前に

は、魚類はまるでいなかったのでした。このオルドイス紀にいた魚のう

ろこが北アメリカや、南アジヤで発見されているのですが、しかしそれ

らはごく不完全ないぶつにすぎないのです。ほんとに魚類が発達したの

は、それよりも、もっと後の時代になるのです。  

 古生代のうちでは、カンブリア紀からシルル紀までは、そのありさま

が大体にているので、これまでを古生代前期ともいっております。  

 

カ ン ブ リ ア 紀 の ク ラ ゲ の 化 石 を 横

に 断 っ た 図 。  



 

 

 

 

 

 

 

魚類の天下 

 古生代前期には、今お話したように、魚類はわずかにそのへんりんを

示したというだけにすぎませんが、古生代後期になると、つまりデボン

紀以後になると、魚類がさかんに発達して、その種類や数もなかなかた

くさんになってきました。世界の各地で、とくに北アメリカや、北ヨー

ロッパからは、その時代の魚類の化石がずいぶん発見されています。し

かし、魚類とはいっても、今日見るような魚類とは、よほどちがってい

るのです。魚類にはせきずいがあって、それが以前の動物とちがってい

るのですが、この時代のものでは、まだ本当の骨格の形をしていないの

で、おもには外側の骨格だけができあがり、それでよろいのように自分

の身体をつつんでいますが、からだのなかの骨はやはり軟骨にとどまっ

ているのでした。  

 

 

 

 

 デボン紀のもう一つのとくちょうは、世界のいたるところに、サンゴ

の類が非常に繁茂したことです。それとともに、腕足類、つまり貝類が、

よほど発達して、そうしてどこにも広くひろがったのでした。  

 そのかわりに、古生代前期は大いにはびこった三葉虫類などはほとん

デ ボ ン 紀 の 化 石 か ら そ の 頃

の 魚 類 の 有 様 を 想 像 し て 描

い た 図 で す 。  



 

 

 

 

 

 

 

どいなくなってしまったのですから、生物が時代と共に変ってゆくあり

さまが、これらによってよくわかるのであります。  

 

 

 

陸上植物の繁茂 

 デボン紀には盛んに地殻の昇降が起り、その結果として、山脈ができ

たり、またその末期になると、火山の活動が、非常に盛んになったので

した。皆さんもよく知っているように、植物は空気中の炭酸ガスをすっ

て同化作用を行い、それを自分の養分として育ててゆくのですが、地球

の上に火山の活動が盛んになると、それの噴火の煙の中には炭酸ガスが

かなりたくさんにふくまれているのですからそれで空気中に炭酸ガス

が多く含まれることになります。ですから、火山の活動が盛んになった

ということは、つまり植物の生存につごうのよいことになるのです。  

 それで実際にデボン紀の終りに近くなると、陸上に盛んに植物が繁茂

するようになり、ヨーロッパや、アジヤやアメリカはもちろんのこと、

北は北極近くまで、そうして南は、オーストラリヤ、ニュージーランド

あたりまでもいたる所に大森林が現われたのでした。この大森林がその

後になって化石となったのが、今日所々で地面のなかからほり出してい

右 の 図 は デ ボ ン 紀 の 腕 足 類 の 中 の

代 表 的 な も の で 石 燕 と 呼 ば れ て い

ま す 。 左 の 図 は 腕 足 類 の 中 で 奇 妙

な 形 を し て い る も の で す 。  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

る石炭なのだと考えられているのです。もっとも日本でとれる石炭は、

これよりもっと新しい時代の植物からできたのですが、韓国や満州には

この時代の石炭があり、中国の北部、ことに山西省の大同には、ほとん

どむじんぞうといわれるほどに、この時代の石炭があるのです。  

  

 

 

 

このような植物の大繁茂はデボン紀から、その次の石炭紀まで続い

ているのですが、しかしこの時代の植

物は、今日のものとはよほど種類をこ

とにしていると考えられています。  

 この時代にあった植物のおもなも

のは、まずトクサの類で、それもしか

し今日のトクサやスギナのような小

さなものではなく、高さが３０メート

ルもあるすばらしく大きいものであ

ったのですから、なんと驚かれるでは

ありませんか。次にたくさんあったの

石 炭 紀 の 時 代 に 草 木 が 生

い し げ っ て 大 き な 森 林 を

つ く っ た 有 様 を 想 像 し た

図 で す 。  

 

上：石 炭 紀 の 鱗 木 の

一 種 の 破 片  

左：石 炭 紀 の と く さ  

                  



 

 

 

 

 

 

 

は石松類であります。これは、今日のヒカゲノカズラににたものですが、

それも大きくて、そのうち最も巨大なのは、ウロコ木といって高さが８

０メートルもあったというのです。こんな大きな木は今ではまるで見ら

れないでしょう。また種類のたくさんあったのは、シダ類で、これも非

常に大きく、形はワラビににているのです。しかし、ワラビのように葉

のうらについている胞子がなく、別に種子があって繁殖するのです。そ

のほか今のソテツににていて、けんのような葉をした巨大なものもあっ

たのです。  

 デボン紀の次の石炭紀は、実にデボン紀の終り頃から繁茂し出した植

物の全盛期であって、それが次の二畳紀まで続き、大体は植物の種類も

同じでありました。とにかくこの時代は、すばらしい植物の世界であっ

たわけです。石炭紀のこのような大森林のようすをしらべてみると、た

いがいは水のじくじくするような湿地に繁茂していたのでした。それで

も、その葉を見ると、ちょうど現在沙漠地方に生えている植物と同じよ

うに、葉の肉が厚く、気孔が深い溝のなかにかくされて保護されている

のです。これはちょっと見ると、いかにもふしぎに思われるのです。な

ぜといえばそれほど水分の多い所にしげっていながら、その葉は水分の

ない沙漠にある植物と同じだというからなのです。しかしそのわけをし

らべてみれば、別にふしぎではなくなるのです。つまりその頃にはそう

いう湿地の水はよほどたくさんに塩分を含んでいたので、そのような水

は、植物にはごく少ししか吸収されないからです。ですから湿地に育ち

ながら、水のないのと同じようになるのです。それならその頃には、な

ぜそれほど水に塩分があったかといえば、陸と海とのさかいがはっきり



 

 

 

 

 

 

 

していなかったので、それで水のなかに海と同じように塩分を含んでい

たのです。  

 

石炭紀以後の動物 

 海に住んでいた動物は、この時代にはますます進化していましたが、

陸上でも至るところに大森林が現われてきたので、そこで動物のうちに

も、この新しい環境のなかにすんで、生活をいとなむものがだんだんに

出てきたのでありました。すでにシルル紀の終りの頃

には、サソリのようなものや、クモの類が陸上にすん

でいたのが知られているのですが、石炭紀の大森林が

さかえてくると、そこにこん虫の類が現われてきまし  

た。石炭紀のこん虫のなかで、最もいちじるしいもの

はトンボ類、古網翅類、全鎌類などです。最初のトンボ

類のなかには、はねをひろげると、その幅が半メートル以上もある大き

いのがありました。しかし今日見られるチョウのように美しい色のはね

をもったこん虫は まだいなかったのでした。なぜなら、その頃には、

草木の花にしても、まださほど美しい色のものがなかったので、こん虫

にしてもそれに応ずる進化をとげていなかったのでした。  

石 炭 紀 の く

も の 一 種  



 

 

 

 

 

 

 

またその頃の水の

なかの動物を見わた

してみますと、デボ

ン紀にさかりの絶頂

にあった魚類は、石

炭紀となってだんだ

んに外側が軟かくな

り、それに引きかえ

て体内の軟骨は次第

にかたくなって、そ

れだけ進歩はしたに

ちがいないのですが、

その勢いは以前ほど

でなくいくらかづつ

おとろえてきました。

魚類はもちろん水の

中にだけすんでいま

すが、石炭紀になっ

て大森林のある湿地

があらわれると、そういう所にも生活することのできる両棲類が  

できてきました。イモリ、サンショウウオなどの類がそれで、これが次

の二畳紀にかけて全盛をきわめました。それは陸上にも水中にもすむこ

とができて、大いにつごうがよいからであります。  



 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

ところが二畳紀の終り頃になると、大きな爬虫類が現われてきたので、

ワニの類などもそれに属するのですが、この頃はまだそれの初まりで、

やがてそれがたくさんにふえて地球の上のいたるところにはびこり出

したのは、よほど後の中生代になってからのことです。石炭紀から二畳

紀にかけて海のなかでは単細胞動物の有孔虫類と腕足類の貝とが最も

優勢でありました。このほかに二枚貝類巻貝類、海ユリ類、サンゴなど

も繁栄して、これらがついには海底に沈殿して石灰岩をつくり、今では

その石灰岩が所々に山のようになっています。実際に有孔虫類に属する

紡錘虫はこの時代には、どこの海にもはびこっていたらしく、その殻で

できた石灰岩や大理石はロシヤや地中海のまわりのイタリーや小アジ

ヤ、インド、中国、韓国、日本などの太平洋沿岸のいたるところに見ら

れます。またサンゴや海綿も広く分布していました。北上山脈や阿武隈

山脈から今でもサンゴの化石が出ますが、それはいずれもこの時代のも

のであります。  

石 炭 紀 か ら 二 畳 紀 に か け て 現 わ れ た 腕

足 類 の 図 。  



 

 

 

 

 

 

 

古生代の終末 

さきにお話したように、石炭紀にはデボン紀から引きつづいてはげし

い火山の活動があり、その結果として、大森林時代が現われたのですが、

それほどの大森林も二畳紀になるとおとろえはじめ、植物の種類もだん

だんと変化して、次の中生代の植物に変ってきたのです。というのは、

それまでは地球の温度もかなり高く、それにつれて造山作用などもずい

ぶん盛んであったのでしたが、これが二畳紀になると、だんだんに冷え

てきたばかりでなくかえって反対に赤道地方に氷河ができるというほ

どな寒冷の気候がおそってきたからであります。その結果として、一時

はあれほど盛んであった三葉虫もこのとき全くたえてしまいました。ま

た紡錘虫類のような単細胞の下等動物はどんな気候にでも生きのびら

れそうなものですが、それさえもやはり二畳紀の終りの寒冷の時代にま

るでほろびてしまってあとかたもなくなり、ただ石灰石や大理石として、

そのもようを石のなかにとどめることになってしまいました。 

最も変化しがたいと思われる腕足類、つまり貝類にしても、そのとき

には、よほど生活が苦しくなったとみえ

て、へんな形に変わってしまいました。 

これでみてもわかるように、古生代の

終り頃には、急な天変地異があいついで

起ったのでしたが、それが一段落つくと、

やがて静かな落ちついた中生代に移

っていったのであります。 

二 畳 紀 の 終 り に 奇 妙 な 形 に な っ て

し ま っ た 腕 足 類 。 右 は イ ン ド で 左

は 日 本 で 発 見 さ れ た も の 。  


